
 

 

 

 

 

 

この冊子
さっし

は、障がいのある方が受けることができるサービスや制度
せいど

の

内容
ないよう

、その利用
りよう

方法
ほうほう

などについて内容
ないよう

を簡単
かんたん

に説明
せつめい

したものです。利用
りよう

さ

れる方の障
しょう

がい程度
ていど

や、世帯
せたい

の状 況
じょうきょう

などにより、受
う

けられない場合
ばあい

があ

ります。 

サービスの利用
りよう

を希望される方は、各項目
かくこうもく

に記載
きさい

のある問
と

い合わせ先に

ご相
そう

談
だん

ください。 

 

この冊子
さっし

では、当該
とうがい

サービスの説明の始めに『必要
ひつよう

となる身体
しんたい

障害
しょうがい

者
しゃ

手帳
てちょう

などの種類
しゅるい

』を以下のように記載
きさい

しています。 

 

  （共通
きょうつう

）・・あらゆる障がいに共通するサービスです。 

（身体
しん たい

）・・身体障がい者を対象
たいしょう

とするサービスです。 

（知的
 ち てき

）・・知的障がい者を対象とするサービスです。 

（精神
せい しん

）・・精神障がい者を対象とするサービスです。 

（難病
なんびょう

）・・難病を有する方を対象とするサービスです。 

（児童
 じ どう

）・・障がい児
じ

を対象とするサービスです。 

【詳
くわ

しいサービス内容は窓口
まどぐち

または電話
でんわ

にてお問い合わせください。】 
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障
しょう

がい者が利用
りよう

できる主な制度
せいど

について 
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そうぐ

・日常
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生活
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福祉
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申請
しんせい

・問い合わせ先：福祉課
ふ く し か

 

【１】補
ほ

装具
そうぐ

・日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
ようぐ

 
 

 

 

１ 補
ほ

装具費
そ う ぐ ひ

の支給
しきゅう

（購入
こうにゅう

・修理
しゅうり

・借受け
か り う け

）（身体
しんたい

・難病
なんびょう

） 

身体
しんたい

の障
しょう

がいを補
おぎな

い、日常
にちじょう

生活
せいかつ

を容易
ようい

にするために補
ほ

装具
そうぐ

の購入
こうにゅう

、修理
しゅうり

また

は借受
かりう

けに要
よう

する費用
ひよう

を支給
しきゅう

します。 

 

（１）手続
てつづ

きは全
すべ

て見積書
みつもりしょ

による事前
じぜん

申請
しんせい

です。購入
こうにゅう

、修理
しゅうり

または借受
かりう

け後
ご

に申請
しんせい

され

ても支給
しきゅう

の対象
たいしょう

になりません。 

【申請に必要なもの】 

①身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 ②印鑑
いんかん

 ③購入
こうにゅう

、修理
しゅうり

しようとする補
ほ

装具
そうぐ

の見積書
みつもりしょ

 

④申請書
しんせいしょ

（市のホームページからダウンロードできます。福祉課
ふ く し か

にもご用意
ようい

しています） 

※原則
げんそく

として身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

更生
こうせい

相談所
そうだんしょ

での判定
はんてい

が必要
ひつよう

ですが、医師
い し

意見書
いけんしょ

の書類
しょるい

判定
はんてい

で

交付
こうふ

できるものもあります。福祉課
ふ く し か

にご相
そう

談
だん

ください。 

（２）自己
じ こ

負担
ふたん

額
がく

は、原則
げんそく

費用
ひよう

の１割
わり

となります。ただし、世帯
せたい

の課税
かぜい

状況
じょうきょう

により上限
じょうげん

額
がく

が設定
せってい

されます。 

(３)  介護
かいご

保険
ほけん

対象者
たいしょうしゃ

は介護
かいご

保険
ほけん

制度
せいど

による福祉
ふくし

用具
ようぐ

貸与費
た い よ ひ

、労災
ろうさい

保険
ほけん

対象者
たいしょうしゃ

（仕事中
しごとちゅう

 

や通勤
つうきん

途中
とちゅう

でけがや病気
びょうき

になったことにより障がいが残
のこ

った方などが対象
たいしょう

）は

義肢
ぎ し

等補
とうほ

装具費
そ う ぐ ひ

支給
しきゅう

制度
せいど

をそれぞれ優先的
ゆうせんてき

に利用
りよう

してください。 

（４）補
ほ

装具
そうぐ

には耐用
たいよう

年数
ねんすう

があります。耐用
たいよう

年数
ねんすう

以内
いない

の再支給
さいしきゅう

は原則
げんそく

認
みと

められません。 

（５）補
ほ

装具
そうぐ

の品目
ひんもく

により支給
しきゅう

要件
ようけん

が違
ちが

います。詳
くわ

しくは福祉課
ふ く し か

にお問い合わせください。 

 

  

 

 

２ 日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
ようぐ

の給付
きゅうふ

（身体
しんたい

・難病
なんびょう

） 

在宅
ざいたく

の障
しょう

がい者
しゃ

、障
しょう

がい児
じ

の方の日常
にちじょう

生活
せいかつ

を支援
しえん

するため、日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
ようぐ

を

給付
きゅうふ

します。 

 

（１）手続
てつづ

きは全て見積書
みつもりしょ

による事前
じぜん

申請
しんせい

です。購入後
こうにゅうご

に申請
しんせい

されても支給
しきゅう

の対象
たいしょう

にな

りません。 

１ 
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申請・問い合わせ先：福祉課 

【２】障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等 

【申請
しんせい

に必要
ひつよう

なもの】 

①身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 ②印鑑
いんかん

 ③品物
しなもの

の見積書
みつもりしょ

・パンフレット（ストマ、紙
かみ

おむ

つは見積書
みつもりしょ

のみ） ④申請書
しんせいしょ

（市のホームページからダウンロードできます。福祉課
ふくしか

に

もご用意しています） 

※ 診断書
しんだんしょ

が必要
ひつよう

な場合
ばあい

があります。詳
くわ

しくは福祉課
ふ く し か

にご相談ください。 

（２）自己
じ こ

負担
ふたん

額
がく

は、原則
げんそく

費用
ひよう

の１割
わり

となります。ただし、世帯
せたい

の課税
かぜい

状況
じょうきょう

により上限
じょうげん

額
がく

が設定
せってい

されます。 

（３）介護
かいご

保険
ほけん

対象者
たいしょうしゃ

は介護
かいご

保険
ほけん

制度
せいど

による福祉
ふくし

用具
ようぐ

貸与費
た い よ ひ

、労災
ろうさい

保険
ほけん

対象者
たいしょうしゃ

（仕事
しごと

 

中
ちゅう

や通勤
つうきん

途中
とちゅう

でけがや病気
びょうき

になったことにより障
しょう

がいが残
のこ

った方などが対象
たいしょう

）

は義肢
ぎ し

等補
とうほ

装具費
そ う ぐ ひ

支給
しきゅう

制度
せいど

をそれぞれ優先的
ゆうせんてき

に利用
りよう

してください。 

（４）日常
にちじょう

生活用
せいかつよう

具
ぐ

には耐用
たいよう

年数
ねんすう

があります。耐用
たいよう

年数
ねんすう

以内
いない

の再支給
さいしきゅう

は原則
げんそく

認
みと

められま

せん。 

（５）日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
ようぐ

の品目
ひんもく

により支給
しきゅう

要件
ようけん

が違
ちが

います。詳
くわ

しくは２４ページの「日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
ようぐ

品目
ひんもく

一覧
いちらん

」をご覧
  らん

ください。 

 

                        

 

 

 

 

 

１ 障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス・障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

（共通
きょうつう

） 

   障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスとは、障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

に基づく
もと    

サービスです。介護
かいご

の支援
しえん

などを受ける「介護
かいご

給付
きゅうふ

」と、訓練
くんれん

等
とう

の支援
しえん

を受
う

ける「訓練
くんれん

等
とう

給付
きゅうふ

」、施設
しせつ

などに

入所
にゅうしょ

している障がい者などに対
たい

して地域
ちいき

での生活
せいかつ

に移行
いこう

し定着
ていちゃく

するための支援
しえん

やサ

ービスの利用
りよう

に関する
かん

連絡
れんらく

や相談
そうだん

などを行
おこな

う「相談
そうだん

支援
しえん

給付
きゅうふ

」があります。 

 また、障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん

とは、児童
じどう

福祉法
ふくしほう

に基
もと

づくサービスです。 

利用者
りようしゃ

の負担
ふたん

は世帯
せたい

の課税
かぜい

状況
じょうきょう

に応
おう

じて、ひと月
つき

に負担
ふたん

する上限
じょうげん

額
がく

が決
き

められて 

います。ただし、負担
ふ た ん

上限
じょうげん

月額
げつがく

よりも利用
りよう

したサービス費
ひ

の１割
わり

に相当
そうとう

する額
がく

が低
ひく

い 

場合
ばあい

は、１割
わり

に相当
そうとう

する額
がく

となります。 
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(1)介護
かいご

給付
きゅうふ

の種類
しゅるい

 

 

居宅
きょたく

介護
かいご

 
ヘルパーが自宅

じたく

にきて、入浴
にゅうよく

、排せつ
はい    

の介助
かいご

、食事
しょくじ

や調理
ちょうり

の援助
えんじょ

な

どを行います。 

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

 

ヘルパーが重度
じゅうど

の肢体
したい

不自由者
ふじゆうしゃ

、知的
ちてき

障
しょう

がい者、精神障
せいしんしょう

がい者で

常
つね

に介護
かいご

を必要
ひつよう

とする人
ひと

に対
たい

して、自宅
じたく

で、入浴
にゅうよく

、排
はい

せつの介助
かいじょ

、

食事
しょくじ

や調理
ちょうり

の援助
えんじょ

、外出
がいしゅつ

における移動
いどう

の支援
しえん

などを総合的
そうごうてき

に行
おこな

いま

す。 

同行
どうこう

援護
えんご

 

視覚障
しかくしょう

がいにより移動
いどう

に 著
いちじる

しい困難
こんなん

がある方
かた

に対
たい

し、移動
いどう

時
じ

や

外出先
がいしゅつさき

において必要
ひつよう

な代読
だいどく

、代筆
だいひつ

などの支援
しえん

、移動
いどう

の援護
えんご

、必要
ひつよう

に応
おう

じて排
はい

せつ、食事
しょくじ

などの介護
かいご

を行います。 

行動
こうどう

援護
えんご

 

知的
ちてき

障
しょう

がい、精神障
せいしんしょう

がいまたは発達障
はったつしょう

がいによって、行動上
こうどうじょう

著
いちじる

しい困難
こんなん

があるために常時
じょうじ

介護
かいご

が必要
ひつよう

な方に対して、行動
こうどう

する際
さい

に生
しょう

じる危険
きけん

を回避
かいひ

するために必要
ひつよう

な支援
しえん

、外出
がいしゅつ

時
じ

の移動
いどう

支援
しえん

を行
おこな

います。 

短期
たんき

入所
にゅうしょ

 
介護者
かいごしゃ

の病気
びょうき

などによって短期間
たんきかん

の入所
にゅうしょ

が必要
ひつよう

な方
かた

に対
たい

して、施設
しせつ

で入浴
にゅうよく

、排
はい

せつ、食事
しょくじ

の介護
かいご

などを行
おこな

います。 

療養
りょうよう

介護
かいご

 

医療
いりょう

と常時
じょうじ

介護
かいご

を必要
ひつよう

がある人に対して、病院
びょういん

などで行われる機能
きのう

訓練
くんれん

、療 養 上
りょうようじょう

の管理
かんり

、看護
かんご

、医学的
いがくてき

管理
かんり

の下
もと

で介護
かいご

および日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の援助
えんじょ

を行
おこな

います。 

生活
せいかつ

介護
かいご

 

常に
つね  

介護
かいご

が必要
ひつよう

な方
かた

に対
たい

して、日中
にっちゅう

に施設
しせつ

等
とう

において、入浴
にゅうよく

、排
はい

せつ、食事
しょくじ

の介護
かいご

や創造的
そうぞうてき

活動
かつどう

、生産
せいさん

活動
かつどう

の機会
きかい

提供
ていきょう

などを行
おこな

いま

す。 

施設
しせつ

入所
にゅうしょ

支援
しえん

 
施設
しせつ

に入所
にゅうしょ

する方
かた

に対
たい

して、夜間
やかん

や休日
きゅうじつ

に、入浴
にゅうよく

、排
はい

せつ、食事
しょくじ

の介護
かいご

などを行
おこな

います。 

 

(2)訓練
くんれん

等
とう

給付
きゅうふ

の種類
しゅるい

 

 

自立
じりつ

訓練
くんれん

(生活
せいかつ

訓練
くんれん

 

・機能
きのう

訓練
くんれん

） 

自立
じりつ

した日常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営む
いとな     

ため、自分
じぶん

で身
み

の回
まわ

りの

ことができるよう、身体
しんたい

機能
きのう

や生活
せいかつ

能力
のうりょく

の向上
こうじょう

に必要
ひつよう

な訓練
くんれん

な

どを行
おこな

います。 

２ 
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就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

 

一般
いっぱん

就労
しゅうろう

を希望
きぼう

する方に対して、生産
せいさん

活動
かつどう

などの機会
きかい

の提供
ていきょう

を通
つう

じて、就労
しゅうろう

に必要
ひつよう

な知識
ちしき

や能力
のうりょく

向上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

などを行
おこな

います。 

就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん

 

就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

などを利用
りよう

して就 職
しゅうしょく

した方に対して、就労
しゅうろう

を

継続
けいぞく

できるように企業
きぎょう

や医療
いりょう

機関
きかん

等
とう

の関係
かんけい

機関
きかん

との連絡
れんらく

調整
ちょうせい

を

行うとともに、就労
しゅうろう

に伴う
ともな  

生活面
せいかつめん

の課題
かだい

に対する相談
そうだん

や支援
しえん

な

どを行います。 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

 

（A型
がた

・雇用型
こようがた

、B

型
がた

・非雇用型
ひこようがた

） 

一般
いっぱん

企業
きぎょう

などで雇用
こよう

されることが困難
こんなん

な方に対して就労
しゅうろう

機会
きかい

の

提供
ていきょう

と生産
せいさん

活動
かつどう

などの機会
きかい

の提供
ていきょう

を通じて
つう    

、知識
ちしき

や能力
のうりょく

向上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

を行います。 

共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 

（グループホーム） 

夜間
やかん

や休日
きゅうじつ

において、共同
きょうどう

生活
せいかつ

を行う上で相談
そうだん

、入浴
にゅうよく

、排
はい

せつまたは食事
しょくじ

の介護
かいご

、その他
た

の日常的
にちじょうてき

な支援
しえん

を行います。 

 

(３)相談
そうだん

支援
しえん

給付
きゅうふ

の種類
しゅるい

 

 

地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

 
住居
じゅうきょ

の確保
かくほ

その他
た

地域
ちいき

における生活に移行
いこう

するための活動
かつどう

に関
かん

する相談
そうだん

や支援
しえん

などを行います。 

地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん

 

常
つね

に連絡
れんらく

が取
と

れる体制
たいせい

を確保
かくほ

し、 障
しょう

がい特性
とくせい

に起因
きいん

して

生じた
しょう    

緊急
きんきゅう

に支援
しえん

が必要
ひつよう

な事態
じたい

が生
しょう

じた時に、訪問
ほうもん

や相談
そうだん

な

どの必要
ひつよう

な支援
しえん

を行います。 

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

 

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスの利用
りよう

に関する
かん    

意向
いこう

、その他の事情
じじょう

を勘案
かんあん

し、利用
りよう

サービスの種類
しゅるい

や内容を記載
きさい

したサービスの利用
りよう

計画
けいかく

の

作成
さくせい

などを行います。 

 

(４)障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん

の種類
しゅるい

 

 

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

 

療育
りょういく

の観点
かんてん

から集団
しゅうだん

療育
りょういく

および個別
こべつ

療育
りょういく

を行う必要
ひつよう

がある

と認
みと

められる未就
みしゅう

学児
がくじ

に対して、日常
にちじょう

生活
せいかつ

における基本的
きほんてき

な

動作
どうさ

の指導
しどう

、知識
ちしき

技能
ぎのう

の付与
ふ よ

、集団
しゅうだん

生活
せいかつ

への適応
てきおう

訓練
くんれん

などを行

います。 
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申請・問い合わせ先：福祉課 

居宅訪問型児童発達
きょたくほうもんがたじどうはったつ

支援
しえん

 

重度
じゅうど

の障
しょう

がいなどにより、外出
がいしゅつ

が著しく
いちじる   

困難
こんなん

な児童
じどう

に対し

て、居宅
きょたく

において日常
にちじょう

生活
せいかつ

における基本的
きほんてき

な動作
どうさ

の指導
しどう

、知識
ちしき

技能
ぎのう

の付与
ふ よ

、集団
しゅうだん

生活
せいかつ

への適応
てきおう

訓練
くんれん

などを行います。 

放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサー

ビス 

就学
しゅうがく

している障
しょう

がい児
じ

に対して
たい    

、放課後
ほ う か ご

や夏休
なつやす

みなどの長期
ちょうき

休暇
きゅうか

中
ちゅう

において、生活
せいかつ

能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

、社会
しゃかい

との交流
こうりゅう

の促進
そくしん

などを継続的
けいぞくてき

に提
てい

供
きょう

します。 

保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
しえん

 

保育
ほいく

園
えん

、幼稚園
ようちえん

、小学校
しょうがっこう

などを利用中の障がい児、又は今後利

用する予定の障がい児が、保育園等における集団
しゅうだん

生活
せいかつ

の適応
てきおう

のた

めの専門的
せんもんてき

な支援を必要とする場合に、訪問
ほうもん

支援
しえん

を実施すること

により、保育園等の安定した利用を促進
そくしん

します。 

障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
しえん

 

障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん

の利用
りよう

に関する
かん    

意向
いこう

、その他の事情
じじょう

を勘案
かんあん

し、

利用
りよう

するサービスの種類
しゅるい

や内容
ないよう

を記載
きさい

した障害児
しょうがいじ

支援
しえん

利用
りよう

計画
けいかく

の

作成
さくせい

などを行います。 

   

 

 

                      

  

２ 地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

（共通） 

障
しょう

がいのある方へのサービスは、個々
こ こ

の障
しょう

がいの程度
ていど

や勘案
かんあん

すべき事項
じこう

（社会
しゃかい

活動
かつどう

や介護者
かいごしゃ

、居住
きょじゅう

などの状 況
じょうきょう

）を踏
ふ

まえ、個別
こべつ

に支給
しきゅう

決定
けってい

される障害
しょうがい

福祉
ふくし

サ

ービス以
い

外
がい

に、障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

第７７条
だい   じょう

に基
もと

づき、障
しょう

がい者
しゃ

がその有する能力
のうりょく

や適性
てきせい

に応じて
おう    

自立
じりつ

した日常
にちじょう

生活
せいかつ

又は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を 営
いとな

むことができるよう「地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

」として次
つぎ

のような事業
じぎょう

を実施
じっし

しています。 

 

●相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

（利用者
りようしゃ

負担
ふ た ん

なし） 

障がい者や障がい者の保護者
ほ ご し ゃ

、介護者
かいごしゃ

などからの相談
そうだん

支援
しえん

、情報
じょうほう

の提供
ていきょう

や

助言
じょげん

、関係
かんけい

機関
きかん

との連絡
れんらく

調整
ちょうせい

や障がい者のための権利
けんり

擁護
ようご

などの必要
ひつよう

な援助
えんじょ

を行います
     

。 

●成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

利用
り よ う

支援
し え ん

事業
じぎょう

（利用者負担なし） 
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障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスを利用
りよう

する上で、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

の利用
りよう

が必要
ひつよう

と

認められる
みと        

方
かた

に対し、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

の利用
りよう

への支援
しえん

を行います。 

●意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し え ん

事業
じぎょう

（利用者負担なし） 

○手話
しゅわ

通
つう

訳者
やくしゃ

・要約
ようやく

筆記
ひっき

者
しゃ

派遣
はけん

事業
じぎょう

 

聴覚
ちょうかく

、音声
おんせい

・言語
げんご

機能
きのう

、その他の障害
しょうがい

のため、意思
い し

疎通
そつう

を図る
はか  

ことに

支障
ししょう

がある方に手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

や要約
ようやく

筆記
ひっき

者
しゃ

を派遣
はけん

し、意思
い し

疎通
そつう

の円滑化
えんかつか

を

図ります
はか      

。 

○手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

の設置
せっち

事業
じぎょう

 

  聴 覚 障
ちょうかくしょう

がい者などの意思
い し

疎通
そつう

の円滑化
えんかつか

を図
はか

るため、市
し

役所
やくしょ

福祉課
ふ く し か

に

手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

を設置
せっち

しています。 

●日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よ う ぐ

給付
きゅうふ

等
とう

事業
じぎょう

（利用者
りようしゃ

負担
ふ た ん

原則
げんそく

１割
わり

） 

在宅
ざいたく

の障がい者、障がい児の方の日常
にちじょう

生活
せいかつ

を支援
しえん

するため、日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
ようぐ

を

給付
きゅうふ

します。詳
くわ

しくは１ページをご覧
  らん

ください。 

●移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

（利用者負担原則１割） 

屋外
おくがい

での移動
いどう

が困難
こんなん

な方に対し、社会
しゃかい

生活上
せいかつじょう

必要
ひつよう

不可欠
ふ か け つ

な外出
がいしゅつ

や余暇
よ か

活動な

どの社会
しゃかい

参加
さんか

のための外出
がいしゅつ

の際
さい

の移動
いどう

の支援
しえん

を行います。 

●地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター事業
じぎょう

（利用者負担原則１割） 

地域
ちいき

での生活
せいかつ

の促進
そくしん

のため、創作的
そうさくてき

活動
かつどう

、生産
せいさん

活動
かつどう

の機会
きかい

を提
てい

供
きょう

し、社会
しゃかい

と

の交流
こうりゅう

の促進
そくしん

などを図り
はか  

ます。 

●訪問
ほうもん

入浴
にゅうよく

サービス事業
じぎょう

（利用者
りようしゃ

負担
ふ た ん

原則
げんそく

１割） 

地域
ちいき

での生活を支援
しえん

するため、訪問
ほうもん

により居宅
きょたく

において入浴サービスを提供
ていきょう

し、身体
しんたい

の清潔
せいけつ

の保持
ほ じ

、心身
しんしん

機能
きのう

の維持
い じ

などを図り
はか  

ます。 

●日中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

事業
じぎょう

（利用者負担原則１割） 

障
しょう

がい者
しゃ

などの日中における活動
かつどう

の場
ば

を確保
かくほ

することにより、障
しょう

がい者
しゃ

など

の家族の就労
しゅうろう

支援
しえん

、一時的
いちじてき

な休息
きゅうそく

のための支援
しえん

を行
おこな

います。 
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申請・問い合わせ先：福祉課 

【３】医療費
いりょうひ

の助成
じょせい

 

●自動車
じどうしゃ

運転
うんてん

免許
めんきょ

取得費
しゅとくひ

助成
じょせい

事業
じぎょう

（助成
じょせい

限度
げ ん ど

額
がく

１０万円） 

社会
しゃかい

参加
さんか

促進
そくしん

のため自動車
じどうしゃ

運転
うんてん

免許
めんきょ

の取得
しゅとく

に要
よう

する費用
ひよう

の一部を助成
じょせい

します。

詳
くわ

しくは１３ページをご覧
らん

ください。 

●自動車
じどうしゃ

改造費
かいぞうひ

助成
じょせい

事業
じぎょう

（助成限度額１０万円） 

就労
しゅうろう

などに伴
ともな

い自動車を取得
しゅとく

する場合
ばあい

、その自動車の改造
かいぞう

に要
よう

する費用
ひよう

の一

部を助成
じょせい

します。詳
くわ

しくは１３ページをご覧
らん

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 福祉
ふくし

医療費
いりょうひ

の助成
じょせい

 （身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

） 

福祉
ふくし

医療費
いりょうひ

の助成
じょせい

とは、次
つぎ

に掲
かか

げる方が医療
いりょう

機関
きかん

などで受診
じゅしん

した場合に、保険
ほけん

診療
しんりょう

医療費
いりょうひ

の自己
じ こ

負担
ふたん

額
がく

（高齢者
こうれいしゃ

医療
いりょう

確保法
かくほほう

の場合は自己
じ こ

負担
ふたん

額
がく

）を助成
じょせい

する制度
せいど

です。 

 

対象者
たいしょうしゃ

 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

１～３級
きゅう

を持っている方 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

４級（特定
とくてい

の障がいのみ）の方 

※助成
じょせい

対象
たいしょう

の有無
う む

に関
かん

しては福祉課
ふ く し か

へ相談
そうだん

してください。 

戦傷
せんしょう

病者
びょうしゃ

手帳
てちょう

（特別
とくべつ

項症
こうしょう

～第
だい

４項症
こうしょう

）と身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

４級

両方
りょうほう

を持っている方 

療育
りょういく

手帳
てちょう

A1、A２、B１を持っている方 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

手帳
てちょう

１、２級を持
も

っている方 

注意
ちゅうい

事項
じこう

 有効
ゆうこう

期限外
きげんがい

の障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の場合は、対象
たいしょう

になりません。 
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申請・問い合わせ先：福祉課 

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の交付
こうふ

(新規
しんき

・更新
こうしん

等
とう

)が遅
おく

れると、医療費
いりょうひ

助成
じょせい

が遅
おく

れ

自己
じ こ

負担
ふたん

になる場合
ばあい

があります。障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の手続
てつづ

きは早めにお願
ねが

い

いたします。 

 

                   

 

 

２ 自立
じりつ

支援
しえん

医療
いりょう

制度
せいど

（共通） 

   自立
じりつ

支援
しえん

医療
いりょう

制度
せいど

は、心身
しんしん

の障がいを除去
じょきょ

、軽減
けいげん

するための医療
いりょう

について、

医療費
いりょうひ

の自己
じ こ

負担
ふたん

額
がく

を軽減
けいげん

する公費
こうひ

負担
ふたん

医療
いりょう

制度
せいど

です。 

 

①  自立
じ り つ

支援
し え ん

医療
いりょう

（更生
こうせい

医療
いりょう

） 

その障がいを除去
じょきょ

、軽減
けいげん

する手術
しゅじゅつ

等
とう

の治療
ちりょう

によって確実
かくじつ

に効果
こうか

ができるものに対
たい

して提供
ていきょう

される、更生
こうせい

のために必要
ひつよう

な自立
じりつ

支援
しえん

医療費
いりょうひ

の支給
しきゅう

を行うものです。制度
せいど

を利用
りよう

するには事前
じぜん

の申請
しんせい

と判定
はんてい

が必要
ひつよう

になります。 

 

対象者 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

をお持ちの１８歳
さい

以上
いじょう

の方で対象
たいしょう

となる治療
ちりょう

を受
う

ける方 

注意事項 

○自己
じ こ

負担
ふたん

額
がく

が医療費
いりょうひ

（身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

に記載
きさい

されている障がいに対
たい

する治療に

関
かん

する医療費
いりょうひ

に限
かぎ

ります。）の１割となります。 

○世帯
せたい

の所得
しょとく

等
など

に応
おう

じて月額
げつがく

の自己
じ こ

負担
ふたん

上限
じょうげん

額
がく

が設定
せってい

されます。 

○身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の交付
こうふ

申請
しんせい

と同時
どうじ

に申請
しんせい

することもできますが、その場合
ばあい

は

事前
じぜん

に福祉課
ふ く し か

に相談
そうだん

してください。 

 

 

②  自立
じ り つ

支援
し え ん

医療
いりょう

（育成
いくせい

医療
いりょう

） 

 その障
しょう

がい又
また

は疾患
しっかん

に係る
かか  

医療
いりょう

を行わないと将来
しょうらい

において障
しょう

がいを残
のこ

すと認
みと

めら

れる方で、手術
しゅじゅつ

等
とう

によって障がいの改善
かいぜん

が見込
み こ

まれるものに対
たい

して提供
ていきょう

される、育成
いくせい

のために必要
ひつよう

な自立
じりつ

支援
しえん

医療費
いりょうひ

の支給
しきゅう

を行うものです。制度
せいど

を利用
りよう

するには事前
じぜん

の

申請
しんせい

と判定
はんてい

が必要
ひつよう

になります。 
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対象者 

保護者
ほ ご し ゃ

が当市
とうし

に住所
じゅうしょ

を有
ゆう

する１８歳未満
みまん

の方
かた

で対象となる治療を受ける方 

注意事項 

○医療
いりょう

保険
ほけん

各法
かくほう

による医療
いりょう

給付
きゅうふ

を優先
ゆうせん

し、その残額
ざんがく

から自己
じ こ

負担
ふたん

額
がく

を控除
こうじょ

した額
がく

を助成
じょせい

し、原則
げんそく

、治療費
ちりょうひ

の１割が自己
じ こ

負担
ふたん

額
がく

となります。 

○世帯
せたい

の所得
しょとく

等
など

に応じて月額
げつがく

の自己
じ こ

負担
ふたん

上限
じょうげん

額
がく

が設定
せってい

されます。 

 

③  自立
じ り つ

支援
し え ん

医療
いりょう

（精神
せいしん

通院
つういん

医療
いりょう

） 

 通院
つういん

による精神
せいしん

医療
いりょう

を続ける必要
ひつよう

がある方
かた

の通院
つういん

医療費
いりょうひ

の自己
じ こ

負担
ふたん

の軽減
けいげん

を行うも

のです。制度
せいど

を利用
りよう

するには事前
じぜん

の申請
しんせい

と判定
はんてい

が必要
ひつよう

になります。 

 

対象者 

統合
とうごう

失 調 症
しっちょうしょう

、うつ病、てんかんなど精神障
せいしんしょう

がいにより、通院
つういん

による治療
ちりょう

を続
つづ

け

る必要
ひつよう

がある状態
じょうたい

の方
かた

 

注意事項 

【医療費
いりょうひ

軽減
けいげん

の範囲
はんい

】 

精神障
せいしんしょう

がいやそれに起因
きいん

して生じた病態
びょうたい

に対して精神
せいしん

通院
つういん

医療
いりょう

を担当
たんとう

する

医師
い し

による医療
いりょう

（外来
がいらい

、外来
がいらい

での投薬
とうやく

、デイケア、訪問
ほうもん

看護
かんご

なども含
ふく

まれま

す）が対象
たいしょう

となります。ただし、次
つぎ

のような医療
いりょう

は対象外
たいしょうがい

となります。 

（１）入院
にゅういん

医療
いりょう

の費用
ひよう

 

（２）公的
こうてき

医療
いりょう

保険
ほけん

が対象
たいしょう

とならない治療
ちりょう

、投薬
とうやく

、病院
びょういん

や診療所
しんりょうじょ

以外
いがい

でのカ

ウンセリング費用
ひよう

 

（３）精神障がいとは関係ない疾患
しっかん

の医療費
いりょうひ

 

【自己
じ こ

負担
ふたん

額
がく

等
とう

】 

○一般の方であれば公的
こうてき

医療
いりょう

保険
ほけん

で３割の医療費を負担
ふたん

しているところが、１

割に軽減
けいげん

されます。 

○世帯
せたい

の所得
しょとく

等
など

に応じて月額
げつがく

の自己
じ こ

負担
ふたん

上限
じょうげん

額
がく

が設定
せってい

されます。 

○精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

手帳
てちょう

の交付
こうふ

申請
しんせい

と同時
どうじ

に申請
しんせい

することもできます。 
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申請
しんせい

・問い合わせ先：福祉課
ふ く し か

 

【４】税金
ぜいきん

に関
かん

すること 

３ 自立
じりつ

支援
しえん

医療費
いりょうひ

（精神
せいしん

通院
つういん

）助成
じょせい

（精神
せいしん

） 

   精神障がい者の通院促進を目的として、「自立支援医療受給者証（精神通院）」の

交付を受けた、全ての方の精神通院費用（自己負担１割分）を助成します。 

 

  〇申請に必要なもの 

１． 医療費の領収書原本（受診者の氏名、診療月、保険点数の記載があり、領収

印があるもの。レシートではこれらが確認できないため、受付できませ

ん。） 

※領収書のない場合、お支払いできないことがあります。 

２． 自己負担上限額管理表 

３． 通帳等振込先が分かるもの（初めて申請する場合のみ） 

  ※福祉医療費受給者証をお持ちの方については、福祉医療の助成を受けてください。 

  ※本制度は９月３０日通院分までで助成を終了し、１０月からは低所得者の方を対象

に助成をします。 

 

        

 

 

 

 

１ 所得税
しょとくぜい

・住民税
じゅうみんぜい

に関する控除
こうじょ

（身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

） 

   障がいのある方は、障害者
しょうがいしゃ

控除
こうじょ

をはじめ、各種
かくしゅ

控除
こうじょ

や減免
げんめん

を受けられます。 

 

①障害者
しょうがいしゃ

控除
こうじょ

 

本人が障がい者である又は障がい者である親族
しんぞく

（同一
どういつ

生計
せいけい

配偶者
はいぐうしゃ

又は扶養
ふよう

親族
しんぞく

）を扶養
ふよう

している方は障害者
しょうがいしゃ

控除
こうじょ

として、所得税の場合は、１人当たり２７

万円（住民税
じゅうみんぜい

の場合は２６万円）を所得
しょとく

金額
きんがく

から差し引くことができます。 

②特別
とくべつ

障害者
しょうがいしゃ

控除
こうじょ

 

本人が重度
じゅうど

の障がい者（※）である又は重度
じゅうど

の障がい者である親族
しんぞく

（同一
どういつ

生計
せいけい

配偶者
はいぐうしゃ

又は扶養
ふよう

親族
しんぞく

）を扶養
ふよう

している方は特別
とくべつ

障害者
しょうがいしゃ

控除
こうじょ

として、所得税の場合

は、１人当たり４０万円（住民税
じゅうみんぜい

の場合
ばあい

は３０万円）を所得
しょとく

金額
きんがく

から差し引くこ

とができます。また、同一
どういつ

生計
せいけい

配偶者
はいぐうしゃ

又は扶養
ふよう

親族
しんぞく

が重度の障がい者であなた、

その配偶者
はいぐうしゃ

又はあなたと生計
せいけい

を一
いつ

にする親族
しんぞく

のいずれかと同居
どうきょ

しているときは、

所得税の場合は、１人当たり７５万円（住民税
じゅうみんぜい

の場合は５３万円）を所得
しょとく

金額
きんがく

か

ら差し引くことができます。 
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問い合わせ先：関
せき

税務
ぜいむ

署
しょ

・税務課
ぜ い む か

 

申請
しんせい

・問い合わせ先：普通車
ふつうしゃ

→各県税
かくけんぜい

事務所
じ む し ょ

 軽自動車
けいじどうしゃ

→税務課
ぜ い む か

 

※ここで言う「重度
じゅうど

の障がい者」とは、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の１級、２級の方、

療育
りょういく

手帳
てちょう

の A１、A２の方、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

手帳
てちょう

の１級の障がいを有してい

る方などをいいます。 

         

 

 

 

２ 自動
じどう

車税
しゃぜい

種別
しゅべつ

割
わり

などの減免
げんめん

（身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

・その他
ほか

） 

 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

、 療育
りょういく

手帳
てちょう

、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

手帳
てちょう

、 戦傷
せんしょう

病者
びょうしゃ

手帳
てちょう

を

交付
こうふ

されている方で、障がいの程度
ていど

が減免
げんめん

を受けることができる障害
しょうがい

の範囲
はんい

に該当
がいとう

し、さらに自動車が減免
げんめん

要件
ようけん

を満
み

たす場合
ばあい

に申請
しんせい

期限
きげん

までに申請
しんせい

されることにより、

減免
げんめん

を受けることができます。 

 

①対象
たいしょう

となる自動車 

車
しゃ

検証
けんしょう

の所有者
しょゆうしゃ

（納税義務者）が賦課
ふ か

期日
きじつ

現在
げんざい

、障がい者本人でなければなり

ません。ただし、知的
ちてき

障がい者、精神
せいしん

障がい者、１８歳
さい

未満
みまん

の身体障
しんたいしょう

がい者の

場合
ばあい

は、障がい者本人と生計
せいけい

を一
いつ

にする方が所有者
しょゆうしゃ

であっても対象
たいしょう

となります。 

②減免
げんめん

の要件
ようけん

 

減免
げんめん

は本人
ほんにん

運転
うんてん

の場合
ばあい

は、障がい者本人が専
もっぱ

ら運転
うんてん

すること。生計を一
いつ

にする

方が運転の場合は、生計
せいけい

同一者
どういつしゃ

が障がい者の通学
つうがく

、通院
つういん

、通所
つうしょ

その他
ほか

社会
しゃかい

参加
さんか

の

ために運転
うんてん

することが要件
ようけん

となります。生計
せいけい

を一にする方が運転
うんてん

する場合
ばあい

、障が

い者本人が長期間
ちょうきかん

にわたって医療
いりょう

機関
きかん

に入院
にゅういん

している、又は施設
しせつ

等
とう

に入所
にゅうしょ

され

ている場合
ばあい

は減免
げんめん

の対象
たいしょう

となりません。 

③減免
げんめん

の対象
たいしょう

となる自動車
じどうしゃ

 

減免
げんめん

される自動車は障がい者の方１人につき１台です。 
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問い合わせ先：各公共
かくこうきょう

交通
こうつう

機関
きかん

 

まちづくり課（あい愛
あい

バス） 

申請
しんせい

・問い合わせ先：福祉課
ふ く し か

 

【５】外出
がいしゅつ

支援
しえん

サービス等
とう

 

 

 

 

 

１ 公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きかん

等
とう

の運賃
うんちん

の割引
わりびき

（身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

） 

   身体
しんたい

障がい者・知的
ちてき

障がい者ともに公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きかん

の窓口
まどぐち

に手帳
てちょう

を提示
ていじ

することに

よって、運賃
うんちん

の割引
わりびき

サービスが受けられます。 

   手帳
てちょう

に記載
きさい

されている旅客
りょかく

鉄道
てつどう

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

運賃
うんちん

減額
げんがく

の適用
てきよう

種別
しゅべつ

（第１種
だい  しゅ

、第
だい

２種
しゅ

）

により、割引
わりびき

を受けられるサービス種類
しゅるい

が異
こと

なります。 

ただし、精神
せいしん

障がい者については、路線
ろせん

バスと一部の鉄道
てつどう

会社
がいしゃ

の利用
りよう

についてのみ      

運賃
うんちん

割引
わりびき

が適用
てきよう

されます。 

                  

 

 

 

２ 有料
ゆうりょう

道路
どうろ

通行
つうこう

料金
りょうきん

の割引
わりびき

（身体
しんたい

・知的
ちてき

）  

   身体
しんたい

障がい者・知的
ちてき

障がい者（A1、A2）ともに有料
ゆうりょう

道路
どうろ

料金所
りょうきんじょ

において手帳
てちょう

を

提示
ていじ

（又はＥＴＣの障害者
しょうがいしゃ

割引
わりびき

登録
とうろく

によりＥＴＣレーンを通過
つうか

）することによって、

通行
つうこう

料金
りょうきん

の５０％の割引
わりびき

サービスが受けられます。 

ただし、手帳
てちょう

に記載
きさい

されている旅客
りょかく

鉄道
てつどう

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

運賃
うんちん

減額
げんがく

の適用
てきよう

種別
しゅべつ

（第１種
だい  しゅ

、

第２種）により、第２種の方は、障がい者本人が運転
うんてん

しないと割引
わりびき

が適用
てきよう

されないな

ど条件
じょうけん

があります。 

また、サービスを利用
りよう

するには、事前
じぜん

に福祉課
ふ く し か

にて車両
しゃりょう

登録
とうろく

等
など

の手続
てつづ

きをする

必要
ひつよう

があります。更新
こうしん

の場合
ばあい

は、有効
ゆうこう

期限
きげん

終期
しゅうき

の２カ月前から更新
こうしん

手続
てつづ

きをすること

ができます。 

なお、各種
かくしゅ

ＥＴＣ時間帯
じかんたい

割引
わりびき

等
とう

との重複
じゅうふく

適用
てきよう

はされません。障害者
しょうがいしゃ

割引
わりびき

と

比較
ひかく

して安価
あんか

な料金
りょうきん

が適用
てきよう

されます。 

 

 

３ 駐車
ちゅうしゃ

禁止
きんし

規制
きせい

の適用
てきよう

除外
じょがい

（身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

） 

歩行
ほこう

困難
こんなん

な身体
しんたい

障がい者、知的
ちてき

障がい者および精神
せいしん

障がい者が使用
しよう

する車両
しゃりょう

につ

いて、道路
どうろ

標識
ひょうしき

等
とう

による駐車
ちゅうしゃ

規制
きせい

が除
じょ

外
がい

される制度
せいど

です。申請
しんせい

が認可
にんか

されると

「駐車
ちゅうしゃ

禁止
きんし

除外
じょがい

指定車
していしゃ

標 章
ひょうしょう

」が交付
こうふ

されます。 

 

１０ 
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申請
しんせい

・問い合わせ先：加茂
か も

警察
けいさつ

署
しょ

交通課
こうつうか

 

申請
しんせい

・問い合わせ先：可茂
か も

県
けん

事務所
じ む し ょ

福祉
ふくし

課 

申請
しんせい

・問い合わせ先：福祉課
ふ く し か

 

対象者
たいしょうしゃ

 障がいの程度
ていど

 

身体
しんたい

障がい 

・視覚
しかく

、下肢
か し

機能
きのう

、体
たい

幹
かん

、移動
いどう

機能
きのう

（乳幼児
にゅうようじ

以前
いぜん

の非進行性
ひしんこうせい

の脳
のう

病
びょう

変
へん

による上肢機能
じょうしきのう

障がいの場合
ばあい

は１級
きゅう

、２級）の障がいの場合は１

～４級 

・聴覚
ちょうかく

障がいの場合は２級、３級 

・平衡機能
へいこうきのう

障がいの場合は３級 

・上肢機能
じょうしきのう

障がいの場合は１級、２級の１及び２級の２ 

・内部
ないぶ

障がい又はヒト免疫
めんえき

不全
ふぜん

ウィルスによる免疫機能
めんえききのう

障がいの場合

は１級～３級 

知的
ちてき

障がい A１、A2 

精神
せいしん

障がい １級 

 

 

  

４ パーキングパーミット制度
せいど

（共通
きょうつう

） 

～ぎふ清 流
せいりゅう

おもいやり駐 車 場
ちゅうしゃじょう

利用証
りようしょう

制度
せいど

～ 

   車椅子用
くるまいすよう

駐 車 場
ちゅうしゃじょう

や歩行
ほこう

困難者
こんなんしゃ

などプラスワン区画
くかく

の駐
ちゅう

車場
しゃじょう

などを利用
りよう

できる

対象
たいしょう

者
しゃ

に対して県が利用証
りようしょう

を交
こう

付
ふ

し、車椅子
くるまいす

の方や歩行
ほこう

困難
こんなん

な方が優先的
ゆうせんてき

に 駐
ちゅう

車場
しゃじょう

を利用
りよう

できる制度
せいど

です。申請
しんせい

窓口
まどぐち

は岐阜県
ぎ ふ け ん

地域
ちいき

福祉課
ふ く し か

または各
かく

県
けん

事務所
じ む し ょ

福祉課
ふ く し か

です。 

  〇対象者
たいしょうしゃ

 

 障がい者、高齢者
こうれいしゃ

、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

、妊産婦
にんさんぷ

、けが人のうち、手帳
てちょう

等
など

の等級
とうきゅう

が一定
いってい

の

要件
ようけん

を満たす
み   

歩行
ほこう

困難
こんなん

な方。 

       

  

５ 運転
うんてん

免許
めんきょ

取得費
しゅとくひ

助成
じょせい

（身体
しんたい

・知的
ちてき

） 

 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

又は療育
りょういく

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

で、普通
ふつう

運転
うんてん

免許
めんきょ

を取得
しゅとく

し社会
しゃかい

参加
さんか

しよう

とする人に、免許
めんきょ

取得
しゅとく

費用
ひよう

（教 習 所
きょうしゅうしょ

の教 習
きょうしゅう

費用
ひよう

）の一部を助成
じょせい

します。 

○助成
じょせい

限度
げんど

額
がく

 １０万円 

 ＊免許
めんきょ

取得後
しゅとくご

の申請
しんせい

となります。申請
しんせい

期限
きげん

は免許
めんきょ

取得
しゅとく

から１年
ねん

以内
いない

までです。 
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申請
しんせい

・問い合わせ先：福祉課
ふ く し か

 

申請
しんせい

・問い合わせ先：福祉課
ふ く し か

 

申請
しんせい

・問い合わせ先：福祉課
ふ く し か

 

６ 自動車
じどうしゃ

改造費
かいぞうひ

助成
じょせい

（身体
しんたい

） 

   自分で車を運転
うんてん

することができる身体
しんたい

障がい者が、就労
しゅうろう

等のために本人所有
しょゆう

の車

を手ブレーキ・手アクセル等（操作
そうさ

に関わる
かかわ    

部分
ぶぶん

）の本人
ほんにん

仕様
しよう

に改造
かいぞう

する際
さい

に、そ

の費用
ひよう

の一部を助成
じょせい

します。 

○助成
じょせい

限度
げんど

額
がく

 １０万円 

※事前
じぜん

申請
しんせい

が必要
ひつよう

となります。 

※５年
ねん

以内
いない

に同様
どうよう

の助成
じょせい

を受けている場合
ばあい

は対象外
たいしょうがい

となります。 

 

 

７ 介助用
かいじょよう

自動車
じどうしゃ

購入
こうにゅう

助成
じょせい

（身体
しんたい

）   

   在宅
ざいたく

で、下肢
か し

または体
たい

幹
かん

機
き

能
のう

障がい２級
きゅう

以上
いじょう

かつ移動
いどう

に車椅子
くるまいす

を必要
ひつよう

とする身体
しんたい

障がい者を乗
の

せるための介助用
かいじょよう

自動車
じどうしゃ

（リフト、スロープ、回転
かいてん

シート等
とう

の機能
きのう

を

有する
ゆう    

自動車
じどうしゃ

）を購入
こうにゅう

または改造
かいぞう

する際
さい

の費用
ひよう

の一部を助成
じょせい

します。 

○助成
じょせい

限度
げんど

額
がく

 ２４万円               

※事前申請が必要となります。 

※５年以内に同様の助成を受けている場合は対象外となります。 

 

 

 

８ 精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

小規模
しょうきぼ

作業所
さぎょうじょ

等
とう

交通費
こうつうひ

助成
じょせい

事業
じぎょう

（精神
せいしん

） 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

手帳
てちょう

の交付
こうふ

を受け、自立
じりつ

訓練
くんれん

、就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

 

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

等へ公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きかん

で通う
かよ  

場合
ばあい

の交通費
こうつうひ

の 1/2を助成
じょせい

します。 

※事前
じぜん

申請
しんせい

が必要
ひつよう

となります。 

 

 

９ 重度
じゅうど

心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

移動
いどう

支援券
しえんけん

（身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

） 

重度
じゅうど

の障がい者の移動
いどう

費用
ひよう

の一部を助成
じょせい

するために、市
し

の指定事
し て い じ

業者
ぎょうしゃ

でのみ利用
りよう

可能
かのう

な移動
いどう

支援券
しえんけん

（タクシー・ガソリン券
けん

）を交付します。 
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申請
しんせい

・問い合わせ先：福祉課
ふ く し か

 

申請
しんせい

・問い合わせ先：福祉課
ふ く し か

 

対象者
たいしょうしゃ

 

① ～④の全ての要件
ようけん

を満
み

たす方 

① 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 1～3級
きゅう

 療育
りょういく

手帳
てちょう

 A1、A2  

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

手帳
てちょう

１、2級 

② 在宅
ざいたく

の人（施設
しせつ

入 所 中
にゅうしょちゅう

や入 院 中
にゅういんちゅう

の人は、交付
こうふ

対象
たいしょう

となりませ

ん。） 

③ 障がい者本人
ほんにん

名義
めいぎ

の自動車
じどうしゃ

および運転
うんてん

免許証
めんきょしょう

を所持
しょじ

していない

人。（どちらか片方
かたほう

のみを所持
しょじ

している人は、交付
こうふ

を受けられま

す。） 

④ 障害
しょうがい

を理由として、本人または家族が自動
じどう

車税
しゃぜい

種別
しゅべつ

割
わり

の減免
げんめん

を受

けていない人 

助成
じょせい

額
がく

 
年額
ねんがく

 １５，５００円（５００円券×３１枚） 

＊年度
ねんど

途中
とちゅう

での申請
しんせい

の場合
ばあい

は、月割
つきわり

相当
そうとう

額
がく

 

  

  

 

１０ 血液
けつえき

透析
とうせき

患者
かんじゃ

交通費
こうつうひ

助成券
じょせいけん

（身体
しんたい

） 

血液
けつえき

透析
とうせき

を受けている人の交通費
こうつうひ

の一部を助成
じょせい

するために、市
し

の指定事
し て い じ

業者
ぎょうしゃ

での

み利用
りよう

可能
かのう

な交通費
こうつうひ

助成券
じょせいけん

（タクシー・ガソリン券
けん

）を交
こう

付
ふ

します。 

対象者
たいしょうしゃ

 

① ～④の全ての要件
ようけん

を満
み

たす方 

① じん臓機能障
ぞうきのうしょう

がいにより、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

1級
きゅう

の交付
こうふ

を受けて

いる人 

② 血液
けつえき

透析
とうせき

療法
りょうほう

を受けるために、定期的
ていきてき

に医療
いりょう

機関
きかん

へ通院
つういん

してい

る人 

（腹膜
ふくまく

透析
とうせき

療法
りょうほう

を受けている人は、交付
こうふ

対象
たいしょう

となりません） 

③ 在宅
ざいたく

の人（施設
しせつ

入 所 中
にゅうしょちゅう

や入 院 中
にゅういんちゅう

の人は、交付
こうふ

対象
たいしょう

となりま

せん。） 

④ 重度
じゅうど

心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

移動
いどう

支援券
しえんけん

の交付
こうふ

を受けていない人 

（自動車
じどうしゃ

を所有
しょゆう

していない人に対しては、重度
じゅうど

心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

移動
いどう

支援券
しえんけん

を交付します。） 

助成
じょせい

額
がく

 
年額
ねんがく

 １５，５００円（５００円券×３１枚） 

＊年度
ねんど

途中
とちゅう

での申請
しんせい

の場合
ばあい

は、月割
つきわり

相当
そうとう

額
がく
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申請
しんせい

・問い合わせ先：福祉課
ふ く し か

 

申請
しんせい

・問い合わせ先：福祉課
ふ く し か

 

【6】手当
てあて

・年金
ねんきん

・共済
きょうさい

制度
せいど

 

                            

 

 

 

１ 特別
とくべつ

障害者
しょうがいしゃ

手当
てあて

（身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

）   

支給
しきゅう

対象者
たいしょうしゃ

 

精神
せいしん

または身体
しんたい

に法令
ほうれい

で定める
さだ    

程度
ていど

の 著
いちじる

しく重度
じゅうど

の障がいが

あるため日常
にちじょう

生活
せいかつ

において常時
じょうじ

特別
とくべつ

の介護
かいご

を要
よう

する２０歳
さい

以上
いじょう

の

障がい者 

支給
しきゅう

制限
せいげん

 

① 本人
ほんにん

及び
 

扶養
ふよう

義務者
ぎ む し ゃ

等
など

の所得
しょとく

が一定
いってい

以上
いじょう

ある場合
ばあい

 

② 施設
しせつ

に入 所 中
にゅうしょちゅう

の方 

③ 医療
いりょう

機関
きかん

に継続
けいぞく

して３ヵ月を超
こ

えて入院している方 

手当
てあて

額
がく

 月額
げつがく

２８，８４０円（令和
れいわ

６年度時点
じてん

） 

手当
てあて

の支給
しきゅう

 年４回（２月、５月、８月、１１月） 

                               

 

 

２ 障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

手当
てあて

（身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

）   

支給
しきゅう

対象者
たいしょうしゃ

 
精神
せいしん

または身体
しんたい

に法令
ほうれい

で定める程度
ていど

の重度
じゅうど

の障がいがあるため

日常
にちじょう

生活
せいかつ

において常時
じょうじ

の介護
かいご

を要する２０歳
さい

未満
みまん

の障がい児の方 

支給
しきゅう

制限
せいげん

 

① 本人
ほんにん

及
およ

び扶養
ふよう

義務者
ぎ む し ゃ

等
など

の所得
しょとく

が一定
いってい

以上
いじょう

ある場合
ばあい

 

② 施設
しせつ

に入 所 中
にゅうしょちゅう

の児童
じどう

 

③ 政令
せいれい

に定める
さだ    

公的
こうてき

年金
ねんきん

を受
じゅ

給
きゅう

している場合 

手当
てあて

額
がく

 月額
げつがく

 １５，６９０円（令和
れいわ

６年度時点
じてん

） 

手当
てあて

の支給
しきゅう

 年４回（２月、５月、８月、１１月） 

 

 

 

３ 特別
とくべつ

児童
じどう

扶養
ふよう

手当
てあて

（身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

） 

支給
しきゅう

対象者
たいしょうしゃ

 
精神
せいしん

または身体
しんたい

に法令
ほうれい

で定
さだ

める程度
ていど

の障がいを有する
ゆう    

２０歳
さい

未満
みまん

の児童
じどう

を監護
かんご

または養育
よういく

している父母または養育者
よういくしゃ

 

支給
しきゅう

制限
せいげん

 
① 手当

てあて

を請求
せいきゅう

する人の前年
ぜんねん

の所得
しょとく

が一定
いってい

金額
きんがく

以上
いじょう

であるとき、

または手当
てあて

を請求
せいきゅう

する人と同居
どうきょ

している配偶者
はいぐうしゃ

および扶養
ふよう
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申請
しんせい

・問い合わせ先：福祉課
ふ く し か

 

申請
しんせい

・問い合わせ先：福祉課
ふ く し か

 

義務者
ぎ む し ゃ

の前年
ぜんねん

の所得
しょとく

が一定
いってい

金額
きんがく

以上
いじょう

あるとき 

② 児童
じどう

が施設
しせつ

に入 所 中
にゅうしょちゅう

のとき 

③ 児童
じどう

が法
ほう

に定
さだ

める公的
こうてき

年金
ねんきん

を受
じゅ

給
きゅう

しているとき 

手当
てあて

額
がく

 

対象児
たいしょうじ

１人につき 

 １級
きゅう

 月額
げつがく

 ５５，３５０円（令和
れいわ

６年度時点
じてん

） 

  ２ 級  月額 ３６，８６０円（令和
れいわ

６年度時点
じてん

） 

手当
てあて

の支給
しきゅう

 年３回（４月、８月、１２月） 

 

 

 

４ 重度
じゅうど

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

手当
てあて

（児童
じどう

の保護者
ほ ご し ゃ

） 

支給
しきゅう

対象児
たいしょうじ

 

身体
しんたい

又は知的
ちてき

に重度
じゅうど

の障がいがある２０歳
さい

未満
みまん

の児童
じどう

で、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

では１～２級
きゅう

、療育
りょういく

手帳
てちょう

ではＡ１、Ａ２の手帳を

所持
しょじ

している児童を保護している者（親権を行う者。未成年
みせいねん

後見
こうけん

人
にん

、その他
ほか

児童を現に保護している者）。 

支給
しきゅう

制限
せいげん

 障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

手当
てあて

を受
じゅ

給
きゅう

していない児童
じどう

の保護者
ほ ご し ゃ

であること。 

手当
てあて

額
がく

 

対象児
たいしょうじ

１人につき 

月額
げつがく

 在宅
ざいたく

   ６，０００円（令和
れいわ

６年度時点
じてん

） 

     在宅以外
いがい

 ３，０００円（令和
れいわ

６年度時点
じてん

） 

手当
てあて

の支給
しきゅう

 年３回（８月、１２月、３月） 
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申請
しんせい

・問い合わせ先：美濃加茂
み の か も

年金
ねんきん

事務所
じ む し ょ

 

問い合わせ先：岐阜県
ぎ ふ け ん

障害
しょうがい

福祉課
ふ く し か

 

５ 障害
しょうがい

基礎
き そ

年金
ねんきん

（共通
きょうつう

） 

支給
しきゅう

対象者
たいしょうしゃ

 

２０歳
さい

以上
いじょう

で、国民
こくみん

年金法
ねんきんほう

に定
さだ

める程度
ていど

の障がいを有し、次のい

ずれに該当
がいとう

する方 

① ２０歳
さい

になる前に、けがや病気
びょうき

で障がい者となった方 

② 国民
こくみん

年金
ねんきん

に加入中
かにゅうちゅう

にケガや病気
びょうき

で障がい者となった方 

ただしその障がいの初診
しょしん

日
び

以前
いぜん

に、加入
かにゅう

期間
きかん

の３分の２以上の

保険料
ほけんりょう

を納めている（免除
めんじょ

期間
きかん

を含む）ことが必要です。（初診

日が令和８年３月３１日までならば、直
ちょっ

近
きん

１年間
ねんかん

に滞納
たいのう

がなけ

れば対象となります。） 

＊老齢
ろうれい

基礎
き そ

年金
ねんきん

を繰り
く  

上げて
あ   

受給
じゅきゅう

している方は除き
のぞ  

ます。 

障害
しょうがい

認定
にんてい

時
じ

 
初診
しょしん

日
び

から 1 年６ヵ月を経過
けいか

した日（その間
かん

に治った
なお    

場合
ばあい

は

治った
なお    

時
とき

） 

支給
しきゅう

制限
せいげん

 
他
ほか

の公的
こうてき

年金
ねんきん

との併給
へいきゅう

は原則
げんそく

としてされません。 

＊平成 18年 4月より老齢
ろうれい

厚生
こうせい

年金
ねんきん

、遺族
いぞく

厚生
こうせい

年金
ねんきん

とは併給
へいきゅう

可能
かのう

 

年
ねん

金額
きんがく

 

1級
きゅう

 １，０２０，０００円（年額
ねんがく

）+ 子の加算
かさん

 

2 級    ８１６，０００円（年額）+ 子の加算 

＊子
こ

の加算
かさん

額
がく

→第
だい

１・２子：各
かく

2月２３４，８００円  

第３子
だ い  し

以降
いこう

：各
かく

７８，３００円  （令和６年度時点） 

 

 

６ 心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

扶養
ふよう

共済
きょうさい

制度
せいど

（共通
きょうつう

） 

   心
しん

身
しん

障がい者の保護者
ほ ご し ゃ

が、加入
かにゅう

申込
もうしこみ

をして毎月一
まいつきいっ

定額
ていがく

の掛金
かけきん

（加入
かにゅう

時
じ

の年齢
ねんれい

によ    

り異なる）を納付し、その後、その保護者が死亡または重度障がいとなった場合に、

残された心
しん

身
しん

障がい者に１口あたり毎月２万円の終身
しゅうしん

年金
ねんきん

が支給
しきゅう

される制度
せいど

です。 
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問い合わせ先：各携帯電話
かくけいたいでんわ

会社
がいしゃ

 

【7】公共
こうきょう

料金
りょうきん

等
など

の減免
げんめん

 

申請
しんせい

・問い合わせ先：福祉課
ふ く し か

 

【8】相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

 

 

 

１ 携帯
けいたい

電話
でんわ

料金
りょうきん

等
など

の割引
わりびき

 （共通
きょうつう

）  

   障がい者が携帯
けいたい

電話
でんわ

を利用
りよう

する際、通話料
つうわりょう

等
とう

の割引
わりびき

や障がい者料金
りょうきん

プランが利用
りよう

できます。割引
わりびき

内容
ないよう

・手続
てつづき

等は、携帯
けいたい

電話
でんわ

事業
じぎょう

会社
がいしゃ

によって異
こと

なりますので、詳
くわ

し

くは各社
かくしゃ

にお問合せください。 

 

２ ＮＨＫ放送
ほうそう

受信料
じゅしんりょう

の免除
めんじょ

（共通
きょうつう

） 

免除
めんじょ

の種類
しゅるい

 免除の対象者
たいしょうしゃ

 

全額
ぜんがく

免除
めんじょ

 
「身体

しんたい

障がい者」「知的
ちてき

障がい者」「精神
せいしん

障がい者」が世帯
せたい

構成員
こうせいいん

であり、世帯
せたい

全員
ぜんいん

が市町
しちょう

村民
そんみん

税
ぜい

（住民税
じゅうみんぜい

）非課税
ひ か ぜ い

の場合
ばあい

。 

半額
はんがく

免除
めんじょ

 

視覚
しかく

・聴覚
ちょうかく

障がい者が世帯
せたい

主
ぬし

かつ受信
じゅしん

契約者
けいやくしゃ

の場合
ばあい

。 

重度
じゅうど

の障がい者〈身体
しんたい

障がい者（1 級・2 級）、知的
ちてき

障がい者

（A1、A2）、精神
せいしん

障がい者（１級）〉が世帯
せたい

主
ぬし

かつ受信
じゅしん

契約者
けいやくしゃ

の

場合
ばあい

。 

                         

 

 

 

１ 相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

（美濃加茂市が委託
いたく

する相談
そうだん

支援
しえん

窓口
まどぐち

）（共通
きょうつう

） 

障がいに関する総合的
そうごうてき

な相談
そうだん

や専門的
せんもんてき

な相談
そうだん

の窓口
まどぐち

として、ご利用
りよう

下さい。 

 

●美濃加茂市社
み の か も し し ゃ

協 障
きょうしょう

がい者相談
そうだん

支援
し え ん

センター（共通
きょうつう

） 

〒505-0043 岐阜県
ぎ ふ け ん

美濃加茂市
み の か も し

深田町
ふかたちょう

三丁目 5番 8号 

 電話 0574-28-6556 

●地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

センターひびき（精神
せいしん

） 

〒505-0004 岐阜県
ぎ ふ け ん

美濃加茂市
み の か も し

蜂屋
はちや

町
ちょう

上蜂屋
かみはちや

3555 

電話 0574-25-1294 

●地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センターかざぐるま（精神
せいしん

） 

〒501-3932 岐阜県関市
ぎ ふ け ん せ き し

稲
いな

口
ぐち

774-1 

 電話 0575-21-5566 
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問い合わせ先：健康課
けんこうか

 

問い合わせ先：美濃加茂市
み の か も し

社会
しゃかい

福祉
ふくし

協
きょう

議会
ぎかい

 電話：0574-28-1126 

問い合わせ先：福祉課
ふ く し か

 

●地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

センターすいせい（精神
せいしん

） 

〒501-4106 岐阜県
ぎ ふ け ん

郡上市
ぐじょうし

美並町
みなみちょう

白山
はくさん

847-1 

 電話 0575-79-2304 

●ひまわりの丘地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

センター（共通
きょうつう

） 

〒501-3938 岐阜県関市
ぎ ふ け ん せ き し

桐ヶ丘
きりがおか

三丁目 2番地 

 電話 0575-23-2551 

●美谷
み た に

の里
さと

（共通
きょうつう

） 

〒501-2601 岐阜県関市
ぎ ふ け ん せ き し

武芸川町
むげがわちょう

谷口
たにぐち

2069 

電話 0575-37-2676 

 

２ こころの相談室
そうだんしつ

（精神
せいしん

保健
ほけん

）（共通
きょうつう

） 

本市
ほんし

では、定期的
ていきてき

に「こころの相談室
そうだんしつ

（精神
せいしん

保健
ほけん

）」を開催
かいさい

しています。相談会
そうだんかい

 

をご利用
りよう

になりたい方は、事前
じぜん

予約
よやく

が必要
ひつよう

ですので健康課
けんこうか

までご連絡
れんらく

ください。 

  〇日
にち

 時
じ

 毎月 第４月曜日（月によって変動あり） 

  〇場
ば

 所
しょ

 美濃加茂市保健センター（こころの相談室
そうだんしつ

） 

  〇申し込み 個別
こべつ

相談
そうだん

をご希望
きぼう

される場合
ばあい

は電話にてご予約
よやく

ください。 

            

 

 

３ 美濃加茂市
み の か も し

障がい者虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

センター（共通
きょうつう

） 

『障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

』に関する積極的
せっきょくてき

な広報
こうほう

・啓発
けいはつ

活動を実施しています。高
こう

齢者
れいしゃ

や子どもの虐待防止に対する取組とも連携
れんけい

を図はかりながら、虐待の防止、虐待

発生時の早期
そうき

発見
はっけん

、一時
いちじ

保護
ほ ご

等の早期対応、虐待に関する相談、再発
さいはつ

防止等に取組ん

でいます。もしもの場合は、早めのご相談
そうだん

をお願いします。 

 

４ 美濃加茂市
み の か も し

権利
けんり

擁護
ようご

支援
しえん

センター（共通
きょうつう

） 

 私たちは毎日
まいにち

たくさんの事を自分の意思
い し

で決めて生活しています。それは、自分で 

「権利
けんり

」を「擁護
ようご

」しているということになります。知的
ちてき

障がいや精神
せいしん

障がいなどで、

契約
けいやく

やお金の管理
かんり

等、生活
せいかつ

の中で色々な事がうまく判断
はんだん

できない、人に上手
う ま

く伝えら

れないとき、あなたの想
おも

いを大切にしながら、どうしたらいいかを一緒
いっしょ

に考えたり、

福祉
ふくし

や法律
ほうりつ

の専門家
せんもんか

とつながりながら相談
そうだん

を行っています。 
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問い合わせ先：福祉課
ふ く し か

 

申請
しんせい

・問い合わせ先：福祉課
ふ く し か

 

申請
しんせい

・問い合わせ先：福祉課
ふ く し か

 

【9】その他 

５ 心
こころ

と暮ら
く  

しの相談
そうだん

窓口
まどぐち

（共通
きょうつう

） 

   お仕事
しごと

のこと・お金のこと・こころの病
やまい

・ＤＶや虐待
ぎゃくたい

・ひきこもり・不登校
ふとうこう

・人

づきあいが苦手
にがて

・１歩
ぽ

踏
ふ

み出す勇気
ゆうき

がほしい・・など「暮
く

らしの中の困
こま

りごと」につ

いて、あなたと一緒
いっしょ

に解決
かいけつ

策
さく

を考えていきます。気軽
きがる

にご相談
そうだん

ください。 

 

                       

 

 

 

１ 難聴児
なんちょうじ

補聴器
ほちょうき

購入費
こうにゅうひ

助成
じょせい

事業
じぎょう

 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の交付
こうふ

対象
たいしょう

とならない軽
けい

・中度
ちゅうど

難聴児
なんちょうじ

の聴 力
ちょうりょく

の向上
こうじょう

、言語
げんご

取得
しゅとく

およびコミュニケーション能力
のうりょく

の向上
こうじょう

を支援
しえん

するため、補聴器
ほちょうき

購入費
こうにゅうひ

等
など

に要
よう

す

る費用
ひよう

の３分の２を助成します。       

○対象者
たいしょうしゃ

 

・美濃加茂市
み の か も し

に住所
じゅうしょ

を有する１８歳
さい

未満
みまん

の方 

・両耳
りょうみみ

の聴 力
ちょうりょく

レベルが３０デシベル以上７０デシベル未満
みまん

の方 

・補聴器
ほちょうき

の装用
そうよう

により、一定
いってい

の効果
こうか

が期待
きたい

できると医師
い し

が判断
はんだん

した方 

※購入前
こうにゅうまえ

に申請
しんせい

が必要
ひつよう

です。 

 

 

２ し尿
にょう

取 扱
とりあつかい

料金
りょうきん

の助成
じょせい

（共通
きょうつう

） 

   し尿取扱料金の１/２を助成
じょせい

します。「し尿取扱助成券」を最大
さいだい

６枚（半年分
はんとしぶん

）を

４月と１０月に郵送
ゆうそう

にて交
こう

付
ふ

しますので、し尿取扱業者
ぎょうしゃ

に料金
りょうきん

の支払
しはら

いの時にご

利用
りよう

できます。 

〇対象者
たいしょうしゃ

 

・身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

１級・２級、療育
りょういく

手帳
てちょう

A１、A2、または精神
せいしん

障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉
ふくし

手帳
てちょう

1級を所持
しょじ

する方のいる家庭
かてい

かつ該当
がいとう

年度
ねんど

の市町
しちょう

村民
そんみん

税
ぜい

が非課税
ひ か ぜ い

の世帯
せたい

 

〇助成
じょせい

額
がく

 

 ・し尿
にょう

取 扱
とりあつかい

料金
りょうきん

の１／２ 

※申請
しんせい

月
つき

によりし尿
にょう

取 扱
とりあつかい

助成券
じょせいけん

の交付
こうふ

枚数
まいすう

が異
こと

なります。 
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申請
しんせい

・問い合わせ先：福祉課
ふ く し か

 

申請
しんせい

・問い合わせ先：福祉課
ふ く し か

 

３ ゴミ袋
ぶくろ

等
など

の支給
しきゅう

（共通
きょうつう

） 

   有料
ゆうりょう

である美濃加茂市
み の か も し

指定
してい

のゴミ袋等を支給
しきゅう

します。 

〇対象者
たいしょうしゃ

 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

１・２級、療育
りょういく

手帳
てちょう

A１、A2、または精神
せいしん

障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉
ふくし

手帳
てちょう

 

1級を所持
しょじ

する方のいる家庭
かてい

かつ該当
がいとう

年度
ねんど

の市町
しちょう

村民
そんみん

税
ぜい

が非課税
ひ か ぜ い

の世帯
せたい

 

〇支給
しきゅう

 

可燃
かねん

ゴミ袋、不燃
ふねん

ゴミ袋、資源
しげん

ゴミ袋、粗
そ

大
だい

ゴミシール 

   （４月と１０月に最大
さいだい

半年分
はんとしぶん

を郵送
ゆうそう

にて支給
しきゅう

します。） 

※申請
しんせい

月
つき

によりゴミ袋等の支給
しきゅう

枚数
まいすう

が異
こと

なります。 

 

 

４ 下水道
げすいどう

使用料
しようりょう

等
など

の助成
じょせい

（共通
きょうつう

） 

   下水道
げすいどう

使用料
しようりょう

及び農業
のうぎょう

集落
しゅうらく

排水
はいすい

処理
しょり

施設
しせつ

使用料
しようりょう

の一部を助成
じょせい

します。 

〇対象者 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

１・２級、療育
りょういく

手帳A１、A2、または精神
せいしん

障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉
ふくし

手帳
てちょう

 

1級を所持
しょじ

する方のいる家庭かつ該当
がいとう

年度
ねんど

の市町
しちょう

村民
そんみん

税
ぜい

が非課税
ひ か ぜ い

の世帯 

〇助成
じょせい

額
がく

 

５００円／月 （３月と９月に最大
さいだい

半年分
はんとしぶん

を口座
こうざ

振込
ふりこみ

にて支給します。） 

※申請
しんせい

月
つき

により助成
じょせい

額
がく

が異
こと

なります。 

 

 

５ スロープ付
つ

き車いす移動車
いどうしゃ

の貸
か

し出し 

   車椅子
くるまいす

を利用されている方でも乗
の

り降
お

りしやすい福祉
ふくし

車両
しゃりょう

の貸し出しを行ってい

ます。 

○利用
りよう

できる方は、美濃加茂市に在住
ざいじゅう

している次のいずれかに該当
がいとう

する方です。 

   １．高齢者
こうれいしゃ

 ６５歳
さい

以上
いじょう

の方 

   ２．身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

、療育
りょういく

手帳
てちょう

または精神
せいしん

障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉
ふくし

手帳
てちょう

を所持
しょじ

する方
かた

 

   ３．要介護
ようかいご

認定者
にんていしゃ

 

○利用
りよう

料金
りょうきん

 

無料
むりょう

（ただし、ガソリン代・利用
りよう

中の有料
ゆうりょう

道路
どうろ

料金
りょうきん

や駐
ちゅう

車
しゃ

料金
りょうきん

等
など

はご負担
ふたん

 

いただきます。） 

〇利用
りよう

日数
にっすう

 最長
さいちょう

４日間
かかん
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問い合わせ先：美濃加茂市
み の か も し

社会
しゃかい

福祉
ふくし

協
きょう

議会
ぎかい

 電話：0574-28-6111 

○利用
りよう

したい場合
ばあい

 

貸
か

し出しは予約制
よやくせい

となっています。詳
くわ

しくは、お電話
でんわ

にてお問合せください。 

   

 

 

 

 

６ 要電源
ようでんげん

重度障
じゅうどしょう

がい児者
じしゃ

災害
さいがい

時
じ

等
とう

非常用
ひじょうよう

電源
でんげん

装置
そうち

等
とう

購入費
こうにゅうひ

助成
じょせい

事業
じぎょう

 

   重度障
じゅうどしょう

がい児者
じしゃ

が、停電
ていでん

時
じ

等
とう

においても日常
にちじょう

生活
せいかつ

を継続
けいぞく

するための非常用
ひじょうよう

電源
でんげん

装置
そうち

等
とう

の購入費
こうにゅうひ

を助成
じょせい

します。 

○対象者
たいしょうしゃ

 

 １．呼吸器
こきゅうき

機能
きのう

障害
しょうがい

の身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の交付
こうふ

を受
う

けている方
かた

 

 ２．電源
でんげん

を必要
ひつよう

とする医療
いりょう

機器
き き

を使用
しよう

すると医師
い し

が認
みと

める方
かた

（診断書
しんだんしょ

が必要
ひつよう

） 

 ※個別
こべつ

避難
ひなん

計画
けいかく

の作成
さくせい

が必要
ひつよう

です。 

  

 

７ 児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

事業
じぎょう

利用料
りようりょう

助成
じょせい

（児童
じどう

） 

児童発達支援等を利用した際の利用者負担額を助成します。 

  〇対象者 

   美濃加茂市から給付決定を受けた方で、対象となるサービスを利用する小学校就学

前児童（サービスの利用開始から満３歳になって初めての３月３１日まで）の保護者 

 

  〇対象サービス 

１． 児童発達支援 

２． 居宅訪問型児童発達支援 

３． 保育所等訪問支援 

 

   ※令和６年４月１日以降の利用分が対象となります。 

※数ヶ月分の利用分をまとめての申請も可能です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



24 
 

８ 日常生活用具品目一覧 

（単位：円） 

給付種目 基準価格 
耐用

年数 
障害及び程度 備考 

特殊寝台 154,000  8  下肢若しくは体幹機能障害２級以上又は同

程度の難病患者で必要と認められる者 

 

特殊マット 19,600  5  下肢若しくは体幹機能障害１級又は下肢若

しくは体幹機能障害２級と上肢機能障害２

級以上で総合等級１級の障害者等で常時介

護を要する者若しくは同程度の難病患者で

必要と認められる者 

常時介護を要する方に

限ります 

特殊尿器 67,000  5  下肢又は体幹機能障害１級の障害者等。た

だし、障害児は常時介護を要する学齢児以

上の者又は同程度の難病患者で必要と認め

られる者 

常時介護を要する学齢

児以上に限ります 

入浴担架 82,400  5  下肢若しくは体幹機能障害２級以上の障害

者等であって、入浴に当たって家族等他人

の介助を要する３歳以上の者又は同程度の

難病患者で必要と認められる者 

入浴に当たって家族等

他人の介助を要する方

３歳以上の方に限りま

す 

体位変換器 15,000  5  下肢若しくは体幹機能障害２級以上の障害

者等であって、下着交換等に当たって、家

族等他人の介助を要する３歳以上の者又は

同程度の難病患者で必要と認められる者 

下着交換等に当たっ

て、家族等他人の介助

を要する学齢児以上に

限ります 

移動用リフト 

※天井走行型

を除く。 

159,000  4  下肢若しくは体幹機能障害２級以上の障害

者等であって３歳以上の者又は同程度の難

病患者で必要と認められる者 

 

訓練いす 33,100  5  下肢若しくは体幹機能障害２級以上の３歳

以上の障害児又は同程度の難病患者で必要

と認められる児童 

 

訓練用ベッド 159,200  8  下肢若しくは体幹機能障害２級以上の学齢

児以上の障害児又は難病患者で必要と認め

られる児童 

 

エアーパット 58,000  8  下肢若しくは体幹機能障害１級又は下肢若

しくは体幹機能障害２級と上肢機能障害２

級以上で総合等級１級の障害者等で常時介

護を要する者若しくは同程度の難病患者で

必要と認められる者 

常時介護を要する方に

限ります 

入浴補助用具 90,000  8  下肢若しくは体幹機能障害を有する障害者

等であって入浴に介助を必要とする３歳以

上の者又は同程度の難病患者で必要と認め

られる者 
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便器※ 4,450  8  下肢若しくは体幹機能障害２級以上の障害

者等であって、学齢児以上の者若又は同程

度の難病患者で必要と認められる者 

 

手すり 

※便器に取り

付けるもの 

5,400  8  下肢若しくは体幹機能障害２級以上の障害

者等であって、学齢児以上の者若又は同程

度の難病患者で必要と認められる者 

 

頭部保護帽

（スポンジ、

革を主材料に

製作されたも

の） 

12,160  3  療育手帳の程度が重度若しくは最重度の者

又は精神障害保健福祉手帳の程度が１級以

上で、てんかんの発作等により頻繁に転倒

する者若しくは同程度の難病患者で必要と

認められる者 

 

頭部保護帽

（スポンジ、

革、プラステ

ィックを主材

料に製作され

たもの） 

36,750  

Ｔ字状又は棒

状のつえ 

8,000  3  平衡機能、下肢若しくは体幹機能に障害を

有する障害者等であって、学齢児以上の者

又は同程度の難病患者で必要と認められる

者 

 

移動・移乗支

援用具※ 

60,000  8  平衡機能若しくは下肢機能若しくは体幹機

能３級以上の障害者等であって、家庭内の

移動等において介助を必要とする３歳以上

の者又は同程度の難病患者で必要と認めら

れる者 

 

特殊便器※ 151,200  8  上肢機能障害２級以上又は同程度の難病患

者で必要と認められる者 

 

火災警報器 15,500  8  障害等級２級以上（精神障害保健福祉手帳

を含む。）若しくは療育手帳の程度が重度

若しくは最重度である障害者等（火災発生

の感知及び避難が著しく困難な障害者等の

みの世帯及びこれに準ずる世帯）又は同程

度の難病患者で必要と認められる者 

火災発生の感知及び避

難が著しく困難な障害

方のみの世帯及びこれ

に準ずる世帯に限りま

す 

自動消火器 28,700  8  障害等級２級以上（精神障害保健福祉手帳

を含む。）若しくは療育手帳の程度が重度

若しくは最重度である障害者等（火災発生

の感知及び避難が著しく困難な障害者等の

みの世帯及びこれに準ずる世帯）又は同程

度の難病患者で必要と認められる者 
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電磁調理器 41,000  6  視覚障害２級以上（視覚障害者のみの世帯

及びこれに準ずる世帯）及び療育手帳の程

度が重度又は最重度の障害者若しくは同程

度の難病患者で必要があると認められる者 

視覚障害者のみの世帯

及びこれに準ずる世帯

が対象 

歩行時間延長

信号機用 

小型送信機 

7,000  10  視覚障害２級以上であって視覚障害者のみ

の世帯及びこれに準ずる世帯又は同程度の

難病患者で必要があると認められる者 

 

聴覚障害方用

屋内信号装置 

87,400  10  聴覚障害２級以上の障害者又は同程度の難

病患者で必要があると認められる者 

聴覚障害方のみの世帯

及びこれに準ずる世帯

で日常生活上必要と認

められる世帯が対象 

環境制御装置 68,000  5  上肢若しくは下肢若しくは体幹機能障害２

級以上の障害者又は同程度の難病患者で必

要があると認められる者 

 

テーブルリフ

ト 

100,000  5  下肢若しくは体幹機能障害２級以上の身体

障害者で車いすを常用する者又は同程度の

難病患者で必要があると認められる者 

 

音声標識ガイ

ド装置 

25,000  5  視覚障害２級以上であって視覚障害者のみ

の世帯及びこれに準ずる世帯又は同程度の

難病患者で必要があると認められる者 

 

透析液加湿器 51,500  5  腎臓機能障害３級以上で自己連続携行式腹

膜灌流法（ＣＡＰＤ）による透析療法を行

う３歳以上の者又は同程度の難病患者で必

要と認められる者 

 

ネブライザー

（吸入器） 

36,000  5  呼吸機能障害３級以上若しくは同程度の身

体障害者等であって必要と求められる原則

として学齢児以上のもの又は同程度の難病

患者で必要と認められる者 

 

電気式たん吸

引器 

56,400  5  呼吸機能障害３級以上若しくは同程度の身

体障害者等であって必要と求められる原則

として学齢児以上のもの又は同程度の難病

患者で必要と認められる者 

 

酸素ボンベ運

搬車 

17,000  10  在宅酸素療法を行う者又は同程度の難病患

者で必要と認められる者 

 

視覚障害者用

体温計（音声

式） 

9,000  5  視覚障害２級以上の学齢児以上の者又は同

程度の難病患者で必要と認められる者 

 

視覚障害者用

体重計 

18,000  5  視覚障害２級以上の学齢児以上の者又は同

程度の難病患者で必要と認められる者 

 



27 
 

パルスオキシ

メーター 

46,000  5  呼吸機能障害３級以上若しくは同程度の身

体障害者等であって必要と認められるもの

又は同程度の難病患者で必要と認められる

者 

 

携帯用会話補

助装置 

98,800  5  音声機能、言語機能障害者等、肢体不自由

者障害者等であって、発声・発語に著しい

障害を有する学齢児以上の者又は同程度の

難病患者で必要と認められる者 

 

地デジ対応ラ

ジオ 

テレビが聞け

るラジオ 

地デジラジオ 

29,000  5  原則として視覚障害２級以上であって、必

要と認められる学齢児以上の者又は同程度

の難病患者で必要と認められる者 

 

情報・通信支

援用具 

100,000  5  視覚障害２級以上若しくは上肢機能障害２

級以上の者又は同程度の難病患者で必要と

認められる者 

情報機器（パーソナル

コンピューター等）の

周辺機器等を使用しな

ければ、当該情報機器

の操作が困難なものが

対象 

点字ディスプ

レイ 

383,500  6  視覚及び聴覚の重複障害（原則として視覚

障害２級以上かつ聴覚障害２級）若しくは

視覚障害１級の障害者等であって学齢児以

上の者又は同程度の難病患者で必要がある

と認められる者 

※視覚障害２級以上か

つ聴覚障害２級以上 

点字器 標準

型Ａ（32マス

18行両面書真

ちゅう板製） 

10,400  7  原則として視覚障害２級以上であって、必

要と認められる学齢児以上の者又は同程度

の難病患者で必要と認められる者 

 

点字器 標準

型Ｂ（32マス

18行両面書プ

ラスティック

製） 

6,600  

点字器 携帯

用Ａ（32マス

4行片面書アル

ミニウム製） 

7,200  

点字器 携帯

用Ｂ（32マス

12行片面書プ

ラスティック

製） 

1,650  
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点字タイプラ

イター 

63,100  5  視覚障害２級以上の者であって、本人が就

労若しくは就学若しくは就労が見込まれる

者又は同程度の難病患者で必要があると認

められる者 

本人が就労若しくは就

学している又は就労が

見込まれる方に限りま

す 

視覚障害者用

ポータブルレ

コーダー（録

音再生） 

85,000  6  視覚障害２級以上の学齢児以上の者又は同

程度の難病患者で必要と認められる者 

 

視覚障害者用

ポータブルレ

コーダー（再

生専用） 

35,000  

視覚障害者用

活字文書 

読上げ装置 

99,800  6  視覚障害２級以上の学齢児以上の者又は同

程度の難病患者で必要があると認められる

者 

※視覚障害に限ります 

視覚障害者用

時計（触読） 

10,300  10  視覚障害２級以上の者又は同程度の難病患

者で必要と認められる者 

 

視覚障害者用

時計（音声） 

13,300  

聴覚障害者用

通信装置 

71,000  5  聴覚障害３級以上の者若しくは発声・発語

に著しい障害を有する学齢児以上の者であ

って、必要と認められるもの又は同程度の

難病患者で必要があると認められる者 

 

聴覚障害者用

情報受信装置 

88,900  6  聴覚障害３級以上の者又は同程度の難病患

者で必要があると認められる者 

 

人工喉頭（笛

式） 

5,000  5  咽頭摘出等による音声機能障害を有する者

であって、本装置により発生が可能になる

もの又は同程度の難病患者で必要があると

認められる者 

 

人工喉頭（電

動式） 

70,100  5  

人工鼻 24,200  月額 音声機能若しくは言語機能障害を有する障

害者等であって、常時埋込型の人工咽頭を

使用するもの又は同程度の難病患者で必要

があると認められる者 

対象者が容易に使用で

きるものが対象 

福祉電話 83,300  5  聴覚障害を有する者又は外出が困難な身体

障害（原則として２級以上）を有する者で

あり、コミュニケーション等の手段として

必お要が認められる者又は同程度の難病患

者で必要があると認められる者 

※２級以上 

障害者のみの世帯及び

これに準ずる世帯が対

象 

貸与のみ 

視覚障害者用

図書 

  視覚障害者等又は同程度の難病患者で必要

と認められる者であって、主に情報の入手

を点字、大活字、音訳等によっているもの 
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携帯用会話補

助装置専用大

型キーボード 

80,000  5  「携帯用会話補助装置」の給付対象者であ

って、上肢機能障害２級以上のもの又は同

程度の難病患者で必要があると認められる

者 

 

電動ページめ

くり装置 

150,000  5  上肢機能障害２級以上の障害者又は同程度

の難病患者で必要と認められる者 

 

パーソナルコ

ンピューター

用特殊入力装

置 

60,000  5  視覚障害２級以上若しくは上肢機能障害２

級以上の者又は同程度の難病患者で必要と

認められる者 

 

視覚障害者用

読書器（映像

式） 

198,000  8  原則として学齢児以上の視覚障害を有する

者又は同程度の難病患者で必要と認められ

る者であって、本装置により読書が可能に

なる者 

 

視覚障害者用

読書器（音声

式） 

198,000  8  原則として学齢児以上の視覚障害を有する

者又は同程度の難病患者で必要と認められ

る者であって、本装置により読書が可能に

なる者 

 

点字電子手帳 125,000  5  意思伝達が困難な視覚障害者等（点字によ

る意思伝達が可能な者に限る。）又は同程

度の難病患者で必要があると認められる者 

点字による意思伝達が

可能な方に限ります 

ストマ装具

（消化管用） 

8,600  月額 紙おむつ等の給付対象者を除く直腸機能障

害でストーマを造設した障害者等 

 

ストマ装具

（尿路用） 

11,300  月額 紙おむつ等の給付対象者を除く膀胱機能障

害でストーマを造設した障害者等 

洗腸用具 17,716  月額 ストーマ装具（消化器系）、紙おむつ等の

使用が困難で、当該用具を必要とするスト

ーマ装具（消化器系）を造設した者 

ストマ特例

（紙おむつ） 

12,000  月額 次のいずれかに該当する３歳以上の者又は

同程度の難病患者であって、紙おむつ等の

用具類を必要とするもの。 

（1） ストーマの著しい変形又はストーマ

周辺の著しい皮膚のびらんのため、ストー

マ装具を装着できない者 

（2） 膀胱又は直腸機能障害を有する者で

あって、高度の排尿機能障害又は高度の排

便機能障害のある者でストーマ装具を装着

できないもの 

（3） 脳性麻痺等脳原性運動機能障害によ

り、自力でトイレに行けないなど排尿又は

排便の意思表示が困難な者 
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収尿器（男性

用普通型） 

7,700  1  膀胱機能障害を有する障害者等であって、

高度の排尿機能障害により、排尿の調節が

できない者 

 

収尿器（男性

用簡易型） 

5,700  

収尿器（女性

用普通型） 

8,500  

収尿器（女性

用簡易型） 

5,900  

居宅生活動作

補助用具 

※小規模な住

宅改造を伴う

もの" 

200,000   下肢又は体幹機能障害を有する障害等級３

級以上の障害者等で学齢児以上の者。ただ

し、特殊便器への取替えをする場合は上肢

障害２級以上の者。難病患者等にあって

は、下肢又は体幹機能に障害を有する者で

あること。 

※移動機能障害に限り

ます 

乳幼児期以前の非進行性の脳病変による運動機能障害の場合は、この表中の上肢、下肢又

は体幹機能障害に準じ取り扱うものとする。 
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メ モ 欄 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆1 以上
いじょう

の全てのサービスにおいて高齢者
こうれいしゃ

福祉
ふくし

施策
しさく

が優先
ゆうせん

されることがあるため、介護
かいご

保険
ほけん

制度
せいど

などに存在
そんざい

するサービスと重複
じゅうふく

する場合
ばあい

は、障がい者福祉
ふくし

サービス等
など

を受
う

けることができない場合があります。 

 

☆2 障がい者福祉
ふくし

サービス等
など

の利用
りよう

については、すべて事前
じぜん

申請
しんせい

となります。利用
りよう

を

希望
きぼう

されるサービスがありましたら、事前
じぜん

に福祉課
ふ く し か

にご相
そう

談
だん

ください。 

 

☆３ 手帳
てちょう

の種類
しゅるい

や障がいの程度
ていど

（等級
とうきゅう

）によっては利用
りよう

できないサービスがあります。 

 

☆４ 障がいの程度
ていど

（等級
とうきゅう

）や内容
ないよう

が変
かわ

わった場合
ばあい

はその都度
つ ど

ご相
そう

談
だん

ください。 

 

 

【問合
といあわ

せ先
さき

】 

岐阜県
ぎ ふ け ん

美濃加茂市
み の か も し

役所
やくしょ

 市民
しみん

福祉部
ふ く し ぶ

 福祉課
ふ く し か

 障がい福祉係
ふくしがかり

 

〒505-8606 岐阜県美濃加茂市太田町 3431番地１ 

電 話 0574-25-2111 

 ＦＡＸ 0574-66-1097 

 W E B  https://www.city.minokamo.gifu.jp/shimin/ 

メール fukushi@city.minokamo.lg.jp 

 

障がい者が受けることができる福祉
ふ く し

サービスや制度
せ い ど

 

の内容
ないよう

、その利用方法などについて概 略
がいりゃく

を説明
せつめい

したものです。 

 

◆ダウンロード方法◆ 

岐阜県庁ホームページ （ http://www.pref.gifu.lg.jp/ ） 

➠ 子ども・女性・医療
いりょう

・福祉
ふ く し

 （ページ上 メニューバー） 

➠ 障がい者 

➠ 相談
そうだん

窓口
まどぐち

・支援
し え ん

等
とう

 

➠ 障がい者福祉の手引のページ 

➠ 全文ダウンロード または 各項目ダウンロード 

【岐阜県障がい者福祉の手引】のご紹介 


